
私が一之宮にお世話になって５年目に入りました。時

を重ねるごとに地域の方々の優しさや温かさに触れ感謝

の気持ちでいっぱいです。

ある時、子どもたちが遊びの中から祭り行列を始めた

時がありました。ダンボールの獅子頭にシーツをかけ、

段ボール箱を太鼓にし、空き缶をたたき、ホイッスルを

吹き、ダンボールの御輿を担ぎ・・・・。それは子ども

たちが考えた最高の祭り行列でした。

子ども達は保育園だけでは物足りず、園外に出かけて

いく事になりました。

小中学校では、校舎に上がらせてもらい、児童・生徒

のみなさんからは手を振ってもらったり拍手をもらった

りして得意気でした。支所へお邪魔した時にはみなさん

仕事の手を止め見てくださって、おひねりの代わりにと、

うちわを頂きました。公民館の前を通った時には公民館

を利用していた方も出てきてみんなで手を振って下さい

ました。近くのおばあちゃんは手を合わせて見て下さり、

たまたまみえたお巡りさんは横断歩道で交通整理までし

て下さいました。

地域の方がこんなにも

子どもたちを温かく見守っ

てくださるところはそう

そうないと感動しました。

私も一之宮の祭りが大好

きですが、子どもたちも

お祭り大好きです。その

お祭りを自分たちもやっ

たという達成感や喜びで自信に満ちた表情をしていまし

た。

地域の方と色々な関わりをさせてもらっている中で子

どもたちは地域の方に育ててもらっていることを痛感し

ております。地域の人との関わり、自然との関わりは子

どもたちの原体験です。

たくさんの体験をしてふるさとへの思いを持ち、大き

くなって欲しいと願っています。

３ ２

ま
ち
ょ
に
手
作
業

趣
味
を
楽
し
む

今
月
は
山
下
下
、
お
旅
山
の
麓
に
住
ん

で
み
え
る
三
木
孝
一
さ
ん
（
77
）
で
す
。

家
の
近
く
に
は
手
造
り
の
「
小
屋
」
を

２
つ
も
建
て
、
普
段
は
そ
こ
で
作
業
等
を

し
て
み
え
ま
す
。
「
小
屋
」
に
は
戸
や
窓

が
つ
い
て
い
て
、
ま
る
で
住
ま
い
（
別
荘
？
）

の
よ
う
。
自
分
で
楽
し
ん
で
、
そ
し
て
見

事
に
造
っ
た
、
と
い
う
感
じ
の
建
物
で
す
。

訪
問
し
た
時
は
、
オ
イ
ル
缶
を
半
分
に

切
っ
て
、
ち
り
取
り
を
器
用
に
作
っ
て
み

え
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
別
の
小
屋
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
ま
だ
作
成
中
と
い
う

龍
の
彫
刻
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
彫
刻
は
一
之
宮
文
化
祭
に
出
品
す

る
予
定
の
作
品
で
、
イ
チ
イ
の
木
質
を
活

か
し
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
彫

ら
れ
た
見
事
な
龍
の
彫
刻
で
し
た
。
ほ
ぼ

完
成
し
て
い
る
が
、
ま
だ
も
う
少
し
塗
装

を
し
て
仕
上
げ
る
、
と
意
気
込
ん
で
み
え

ま
し
た
。

手
先
の
器
用
な
三
木
さ
ん
は
、
昨
年
は

山
下
地
区
に
あ
る
白
山
神
社
の
社
名
額
を

寄
贈
し
た
り
、
神
社
内
の
枯
れ
た
大
木
を

切
っ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
木
さ
ん
の
昔
の
仕
事
は
、
今
の
森
林

管
理
所
の
前
身
で
あ
る
営
林
署
の
保
線
区

勤
務
で
、
宮
川
の
上
流
の
国
有
林
へ
通
っ

て
み
え
ま
し
た
。
保
線
区
と
い
う
部
署
は
、

森
林
鉄
道
の
線
路
を
守
る
こ
と
か
ら
営
林

署
に
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
営
林
署
は
駅

裏
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
森
林
鉄
道
が
三
木

さ
ん
の
家
の
裏
を
抜
け
て
、
山
に
沿
っ
て

敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

保
線
区
の
仕
事
は
、
運
搬
方
法
が
、
森

林
鉄
道
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
代
わ
る
に

つ
れ
、
軌
道
の
整
備
か
ら
、
大
型
機
械
を

使
っ
た
道
作
り
や
伐
採
な
ど
の
仕
事
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

日
々
い
ろ
い
ろ
や
る
こ
と
が
あ
っ
て
時

間
が
早
く
す
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ
る
三

木
さ
ん
、
今
の
楽
し
み
は
、
カ
ラ
オ
ケ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
取
材
の
翌
日
に

は
、
萩
原
で
開
か
れ
る
飛
騨
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
へ
行
く
の
だ
と
張
り
切
っ
て
み
え
ま

し
た
。

小
屋
か
ら
彫
刻
ま
で
何
で
も
器
用
に
手

づ
く
り
す
る
姿
は
、
ま
さ
に
「
ま
ち
ょ
な

人
」
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
山
腰
）

22 21 21 13 ４ 3 2 1 日

月 日 日 土 木 水 火 月 曜

町
内
会
長
会

高
山
市
消
防
操
法
大
会

ま
ち
協
文
化
研
修

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

及
び
開
講
式
（
公
民
館
）

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

人
権
相
談
（
交
流
館
）

特
定
健
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

特
定
健
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

行

事

内

容

公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

飛
騨
の
焼
物
（
中
古
）
展

（
７
月
中
旬
ま
で
）

■
６
月
の
公
民
館
定
休
日

８
日
（
月
）
22
日
（
月
）

■
６
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

１
日
（
月
）
８
日
（
月
）
15
日
（
月
）

22
日
（
月
）
29
日
（
月
）

世帯数 ８１４戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
193 161 354

15～

64歳
708 738 1,446

65歳

以上
333 458 791

合計 1,234 1,357 2,591

一之宮町の人口情勢

5月1日現在・単位：人

雨
の
多
い
６
月
、
外
に

出
ら
れ
な
い
日
は
本
を
開

い
て
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
お
知
ら
せ

他
の
分
館
と
本
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
刊
コ
ー
ナ
ー
の
隣
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
特
集

★
雨
の
日
に
読
む
短
編
小
説

家
に
こ
も
り
が
ち
な

梅
雨
の
季
節
。
そ
ん
な

時
、
気
軽
に
読
め
る
短

編
小
説
は
い
か
が
で
す

か
？

■
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

６
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

手
遊
び
。

申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

つ
ぶ
や
き

夜
外
に
出
て
見
る
と
、
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
歌
っ
た
歌

よ
ろ
し
く
田
ん
ぼ
の
蛙
た
ち
の
大
合
唱
が
聞
こ
え
て
来

る
。
少
々
う
る
さ
く
も
あ
る
が
、
春
の
風
物
詩
で
あ
ろ

う
。
俳
句
の
世
界
で
は
、
「
蛙
」
は
春
の
季
語
で
ま
た

「
青
蛙
」
は
夏
の
季
語
で
あ
る
。
田
植
え
も
終
盤
を
迎

え
、
夏
へ
の
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
梅
雨
の
到
来
で

あ
る
。
こ
の
季
節
、
雨
も
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
の
気
持

ち
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
「
梅
雨
」
は

夏
の
季
語
で
あ
る
。
（
髭
爺
）

三
木

孝
一
さ
ん

自家製の小屋の前で、作成中の彫刻を見せ

ていただきました。

（
山
下
下
）

地域に育まれる子どもたち

奥原 祐子 さん（宮保育園長）

■【本とあそぼう】
全国訪問「おはなし隊」

が一之宮町にやってく

る！
全国訪問おはなし隊は

全国各地の保育園・公民館などを絵本５５０冊を載せたキャラ

バンカーで訪問し、子どもたちに絵本を楽し

む時間をお届けしています。

おはなし会で絵本の読み聞かせや紙芝居を

体験したり、キャラバンカー内の絵本を自由

に見ることが出来ます。

★日時：6月23日(火)午前10時～11時、保育園児参加

午後1時半～2時半、小学校1･2年生参加

★場所：一之宮公民館裏の駐車場および和室

申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

■サタディサークル参加者募集！
宮小中学校の児童・生徒のみなさん、サタディサークルが

今月から始まります。

サタディサークルが今月１３日の土曜日から始まります。サー

クルの内容は次の通りです。（「ふるさと探検」は小学校3年

生から、そのほかは小学校1年生から参加できます）

・ふるさと探検 ・卓球 ・ローラースキー ・お茶

・ふるさとのお菓子づくり

これまで大正琴がありましたが、今年は

休止します。新しく、昔から地域に伝わっ

ているお菓子作りのサークルが始まります。

★サークルに加入したい児童・生徒のみな

さんは、学校を通じて配る申込書に必要事

項を書いて申込んでください。

★申込締切：６月６日（土）

★提出先：一之宮公民館

申込用紙は公民館にもあります。

■まち協文化研修会募集のお知らせ
まち協文教委員会では「芸術と日本の技術

にふれる旅」と題して次の内容で文化研修旅

行を実施します。

まだ若干余裕がありますので、希望があり

ましたらお申し込みください。

★日時：６月２１日（日）

★行き先：ボストン美術館、リニア・鉄道館、トヨタ産業

技術記念館、キリンビール見学

★参加費：９，０００円

希望される方は電話（５３－２４２４）等で申込み状況を確

認のうえ、公民館にある申込書でお申し込みください。

■高齢者のみなさんの生活をサポート！
支所内に担当者が常駐してご相談に応じます
地域包括支援センター「一之宮ブランチ」開設
高齢者のみなさんの介護や医療、財産管理など生活上の様々

な悩みについて、専門の保健師や主任ケアマネージャー、社会

福祉士が連携して総合的に相談に応じる「一之宮ブランチ」が

支所内に開設されました。

介護サービスや医療のこと、虐待など人

権上の問題、また、財産の管理や契約行為

についてなど、困ったことがあったら何で

もお気軽にご相談ください。

★電話：５３－２２１１（一之宮支所）

編
集
後
記

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
２
年
目
を
迎
え
新
た
な
役

員
を
加
え
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
周
知
で
き
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
（
山
腰
委
員
長
）

公民館の前を祭り行列する園児



県
外
の
中
学
生
に
よ
る
田
植
え
が
、

今
年
も
町
内
数
か
所
の
田
ん
ぼ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
団
法
人
「
ふ
る
さ
と
体

験
飛
騨
高
山
」
が
企
画
運
営
し
て
、
一

之
宮
町
で
は
主
に
「
ひ
だ
一
之
宮
グ
リ
ー

ン
体
験
宿
」
が
受
け
入
れ
て
実
施
し
て

い
る
中
学
生
の
体
験
学
習
事
業
で
す
。

今
年
の
田
植
え
体
験
は
５
月
11
日
か

ら
始
ま
り
、
愛
知
県
や
大
阪
府
の
中
学

校
７
校
か
ら
合
計
で
約
１
２
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

体
験
学
習
の
内
容
は
、
田
植
え
を
中

心
に
し
た
農
業
体
験
や
五
平
餅
づ
く
り

な
ど
の
食
体
験
で
、
指
導
役
は
町
内
の

民
宿
等
７
軒
の
オ
ー
ナ
ー
ら
が
受
け
持

ち
ま
す
。

期
間
中
は
町
内
の
民
宿
が
生
徒
を
受

け
入
れ
、
１
泊
２
日
か
ら
２
泊
３
日
の

日
程
で
生
徒
の
世
話
を
す
る
た
め
、
民

宿
側
で
は
最
も
忙
し
い
時
期
で
す
。

そ
の
う
ち
、
５
月
14
日
に
は
東
大
阪

市
の
高
井
田
中
学
校
の
３
年
生
１
０
０

人
が
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
位
山

を
バ
ッ
ク
に
、
五
月
晴
れ
の
な
か
指
導

す
る
農
家
の
人
達
と
と
も
に
、
裸
足
で

代
か
き
さ
れ
た
田
ん
ぼ
に
入
り
、
一
斉

に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

栽
培
品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
、
収
穫

し
た
米
は
学
校
の
希
望
に
応
じ
て
送
ら

れ
ま
す
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第１３号

平成27年6月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２７年６月１日（月）第１３号

１ ４

宮小の５年生による源流探検。源流のある一之宮ならで

はの授業で、この時期になると毎年実施されている恒例行

事です。

５月２２日、学校を出発した５年生２６人は、一之宮町

の大部分の水源となっている蔵柱谷でバスを降り、水源を

求めて登りました。

一帯は、昔の炭焼が行われた林。児童たちはナラやブナ

などの広葉樹が生えているところと、ヒノキなどの植林さ

れた針葉樹が生えているところを見学しながら登りました。

やがて、蔵柱谷の水流が見えない上流部に到着。みんな

に目を閉じて静かにしてもらうと・・・・、地面の下から、

地下水が流れる音が聞こえてきました。

ここで伏流水の音を聞いたり、川の透明度を測ったり、

また湧水を飲んだりして、芽吹きがはじまったばかりのブ

ナやミズナラが広がる森の世界をしばらく味わいました。

この後の２８日には学校裏の宮川でカワゲラウォッチン

グをして、源流から出たばかりの水のきれい

さをチェックしました。

さらに今月は富山県の岩瀬浜の学校を訪問

し、宮の源流の素晴らしさを伝えるとのことです。

（広報委員：中島）

位山をバックに慣れない手つきで苗を植えていく体験学習の中学生

一
之
宮
町
ま
ち
協
女
性
委
員
会
総
会

が
、
５
月
８
日
に
一
之
宮
町
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
や
各
地
区
の

理
事
、
支
部
長
な
ど
33
名
が
出
席
し
、

前
年
度
の
活
動
・
決
算
報
告
や
今
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
等
の
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
年
度
活
動
方
針
の

「
楽
し
ん
で
参
加
し
、
つ
な
が
り
を
深

め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
つ
な

が
り
や
親
睦
を
深
め
、
意
見
を
出
し
合

い
活
動
を
し
や
す
く
し
て
行
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
乗
鞍
高
原
山
麓
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
は
じ
め
、
６
地
区
の
理
事
が

中
心
と
な
り
地
区
ご
と
の
活
動
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
広
報
委
員
：
牛
丸
）

宮
中
学
校
野
球
部
が
全
国
少
年
軟
式

野
球
大
会
の
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

５
月
２
日
の
美
濃
加
茂
市
前
平
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
た
岐
阜
県
大
会
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

全
学
年
で
の
県
大
会
出
場
は
、
数
年

ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

初
戦
と
な
っ
た
多
治
見
中
学
校
と
の

試
合
で
は
、
部
員
28
名
が
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま

し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
こ
れ

か
ら
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま
す
。
（
広

報
委
員
：
伊
藤
）

ま
ち
協
女
性
委
員
会
で
は
、
５
月
24

日
に
役
員
や
各
地
区
の
理
事
、
支
部
長

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

内
容
は
、
カ
ロ
リ
ア
で
の
施
設
周
辺

の
草
取
り
と
一
之
宮
公
民
館
で
の
ガ
ラ

ス
拭
き
や
周
辺
の
草
取
り
で
、
た
く
さ

ん
の
会
員
が
参
加
し
た
た
め
作
業
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

爽
や
か
な
新
緑
の
中
で
行
っ
た
今
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
活
動
を
通
じ
て
人

と
の
つ
な
が
り
が
増
え
た
こ
と
や
、
カ

ロ
リ
ア
や
一
之
宮
町
公
民
館
を
安
心
し

て
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
こ

と
に
貢
献
で
き
、
参
加
者
の
大
き
な
喜

び
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
後
は
、
「
そ
ば
の
中
仁
」
で
、

美
味
し
い
そ
ば
づ
く
し
の
昼
食
を
と
り
、

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
：
牛
丸
）

宮
小
学
校
で
５
月
８
日
に
交
通
安
全

教
室
が
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
高
山

警
察
署
や
高
山
市
交
通
安
全
協
会
の
担

当
者
ら
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
１
、
２
年
生
は
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、

３
、
４
年
生
は
交
通
安
全
に
関
す
る
話

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

ま
た
、
５
、
６
年
生
は
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
効
果
体
験
車
に
乗
っ
て
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
効
果
に
つ
い
て
体
感
し
ま

し
た
。

特
に
今
回
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
体
験
を

通
じ
、
小
学
生
の
関
係
す
る
交
通
事
故

の
約
半
数
が
自
動
車
同
乗
中
に
発
生
し
、

一
般
道
で
の
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
率
が
35
％
と
低
い
中
、
児
童
に
対

す
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が
高
ま
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

地
域
の
人
を
講
師
に
小
学
４
年
生
以

上
の
児
童
が
学
ぶ
「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

が
５
月
21
日
か
ら
宮
小
学
校
で
始
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
茶
、
大
正
琴
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、
絵
手
紙
、

ス
ポ
ー
ツ
の
６
種
目
の
う
ち
か
ら
希
望

す
る
科
目
を
学
ぶ
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
毎

週
木
曜
日
、
11
月
ま
で
の
７
か
月
に
わ

た
り
行
わ
れ
ま
す
。

講
師
を
務
め
る
の
は
地
元
の
人
16
人

で
、
会
場
は
学
校
の
ほ
か
一
之
宮
公
民

館
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
。
子
ど
も
た
ち

は
地
域
の
人
を
先
生
に
、
普
段
学
校
の

授
業
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
道
41
号
線
の
宮
峠
ト
ン
ネ
ル
事
業

の
意
見
交
換
会
が
５
月
26
日
に
一
之
宮

支
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
交
換
会
は
、

宮
峠
ト
ン
ネ
ル
（
石
浦
バ
イ
パ
ス
１
工

区
）
の
工
事
を
着
工
す
る
に
あ
た
り
、

事
前
に
地
元
か
ら
意
見
を
聞
き
ス
ム
ー

ズ
な
工
事
着
手
を
行
え
る
よ
う
、
国
土

交
通
省
高
山
国
道
事
務
所
と
市
が
開
催

し
た
も
の
で
す
。

交
換
会
に
は
地
元
か
ら
20
人
ほ
ど
が

出
席
し
、
国
道
事
務
所
や
市
の
担
当
者

か
ら
説
明
を
聞
い
た
後
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。
説
明
は
、
路
線
計
画
や
今

後
の
予
定
作
業
、
前
回
の
質
問
に
対
す

る
確
認
事
項
、
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
よ
る
地
下
水
影
響
等
に
つ
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質
問
や

意
見
が
出
て
、
担
当
者
と
の
間
で
応
答

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

女
性
委
が
総
会
を
開
催

宮
中
野
球
部
県
大
会
出
場

宮小の源流探検

公民館で開かれた女性委員会総会

シートベルト体験車を前に説明を

受ける５年生

公民館玄関のガラス拭きをする参加者

地中を流れている水の流れを聞こうと、耳を澄ます児童

多治見中と戦う宮中野球部

「お茶」で座り方から作法を学ぶ児童

女
性
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宮
小
で
交
通
安
全
教
室

宮
小
で
「ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」開
始

「宮
峠
ト
ン
ネ
ル
」で
意
見
交
換

国道事務所の担当者から説明

を受ける参加者


